
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立浦和工業高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 
機械科・電気科 

設備システム科・情報技術科 

R4.5.1 

生徒数 

(男) ４４５人 

(女)  ２１人 
計４６６人 

アクセス 
ＪＲ埼京線  中浦和駅より徒歩１２分   

ＪＲ武蔵野線 西浦和駅より徒歩１５分 

＜目指す学校像＞ 

「技術・技能の基本を身につけた誠実な生徒の育成を目指す」 

～人間力を育成し、生涯にわたり社会に貢献できる人づくりの実現～ 

＜教育課程等＞※１ 

○社会に貢献できる工業技術者となるために必要な基礎学力から高度な専門知識・技能が身につくよ

う、共通科目と専門科目をバランスよく編成します。 

○各学年で必要な実習科目を適切に配置することにより、工業技術者としての実践力を育てます。 

○課題研究などの探究活動を通して、自らの課題を発見し、その課題解決に向けて主体的・協働的に

取り組む態度を養います。 

○ＩＣＴ機器や整備されたＢＹＯＤ環境を活用した分かりやすい授業、オンライン授業を展開します。 

○ホームルーム活動や学校行事、部活動等を通して、自律的な態度と相手を思いやる心を育てます。 

○学校評議委員会・学校評価懇話会、ＰＴＡ等により意見を聞き、改善を行います。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

○職業人としての専門的な知識・技術を学ぶために必要な基礎学力がある生徒 

○工業やものづくりに興味があり、進んで学ぼうとする意欲がある生徒 

＜学校行事＞ 

○専門学科のブロックごとに得点を競う生徒会主催の体育祭(５月) 

○地元商工会議所等の支援による２年インターンシップ（１１月） 

○工業各科の特色を生かした文化祭「浦工祭」（１１月） 

○クラス対抗のスポーツ大会（１２月） 

○現地の人々との交流や班別活動に趣をおいた３泊４日の修学旅行（２月） 

＜部活動＞ 

○硬式野球部・第 103 回全国高等学校野球選手権埼玉大会 3 回戦（R03) 

○ラグビー部・関東高等学校合同チームラグビーフットボール大会（R03) 

○バスケットボール部・全国高等学校総合体育大会南部支部予選出場(R01) 

○柔道部・秋季南部地区大会男子個人 66kg 級第３位(R01) 

○剣道部・南部地区高校剣道大会県大会出場権獲得(R01) 

○電気部・第 16 回目山車ロボットコンテスト最優秀芸術賞(R03) 

○情報技術研究部・埼玉県工業高校ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ部門優良賞(R01) 

○自動車部・埼玉県高校生エコカーコンテスト気化器部門３位(R01) 

<資格取得> 

○技能検定(2 級・3 級普通旋盤作業、3 級建築配管技能士、3 級冷凍空気調和機器施工技能士） 

○第 1 種・第 2 種電気工事士 ○2 級管工事施工管理技士 ○小型車両系建設機械 

○基本情報技術者試験 ○ＩＴパスポート試験 ○アーク溶接特別教育講習 ○ガス溶接技能講習 

＜家庭・地域との連携＞ 

○地元商工会議所等との連携事業（インターンシップ、企業バス見学など） 

○地域の公開講座への積極的な参加（木工教室、ロボット工房など） 

○ＰＴＡ主催の保護者対象生涯学習（ネットスキル学習会、進路学習会など） 

進

路 

R4.3 

卒業生 
四大 １７人 短大 ０人 専門 ４３人 就職 １０１人 

傾向 
【就職】○約６割が民間企業等へ就職   ○１,６００件を超える求人実績 

【進学】○約４割が大学・専門学校へ進学 ○約８０大学からの指定校推薦枠 

※R4 年度の資料です 



 

県立浦和工業高校 育成方針 

 

 

 

 「目指す学校像」を実現するため、  
 3 年間で５つの資質・能力を育成します！  

 
①基礎学力 ②自己管理力 ③コミュニケーション力 

④問題解決力 ⑤ものづくり力 

 

 

規律ある生活を身につけ、社会人としての基礎力を固めます。 
 

 

 

 

 

技術・技能を習得し、体験型授業から自分の適性を見極めます。 
 

                                 技能検定 

       (３級級普通旋盤作業)    (冷凍空気調和機器施工作業) 
生徒一人ひとりに応じた進路実現に向けて、 
企業や地域との協力・連携体制を一層強化し取り組みます。 

 

 

 

 

 

  

 

                                現場見学（埼玉スタジアム） 

【 基 礎 学 力 】 

 

 

【自己管理力】 

 

 

 

【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力】 

 

【問題解決力】 

 

 

【ものづくり力】 

○基礎学力向上のため１年次に数学・英語で少人数授業 

○基礎力診断テストで実力把握 

○ＩＣＴを利用したわかりやすい授業の工夫 

○時間厳守とスケジュール管理 

○5Ｓ活動（整理・整頓・清潔・清掃・習慣）推進 

○３年間を通した系統的なキャリア教育とキャリアパスポート 

 による振り返り 

○部活動や学校行事を通して協働する力の育成 

○主体的・対話的で深い学びの実践 

○地域への開放講座やボランティア活動などの地域貢献 

活動への積極的参加 

○３年次の課題研究を通した探究活動 

○実習による専門的知識・技能の習得 

○コンテストへの参加や資格取得に向けた指導 

○第一線で活躍する外部講師による実践的技術 

 

●学習ワークと WEB 学習サービスによる学力定着 
●進路適性検査（４月）、 進路ガイダンス（３月） 

●適性検査試験（ＳＰＩ）対策（４月）  

●進路直前ガイダンス（５月） 

●進路希望調査・第１回面接指導（６月） 

●会社見学（７～９月） 

●担任および進路担当教員による二者面談（７～８月） 

●第２回面接指導（学校および外部講師）（９月） 

 

●進路適性検査（４月） 
●企業見学会（7 月） 
●インターンシップ（就業体験）（１０月） 
●適性検査試験（２月） 
●進路ガイダンス（３月） 

２学年 

３学年 

技術とキャリア教育で未来の産業を支える 

１学年 


